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～ 新 着 お 店 情 報 を チェック ～
みんな知りたい！最新オープン情報を毎月お届け！

米子市
上福原

ストーンスタイルＹＯＮＡＧＯ
米子市上福原328-1　TEL 0859-57-5831 
営業 10:00～16:00（日～17:00)  休日：不定休

Cafe Dining Bar SHIPS シップス
米子市東倉吉町66-1　1F　　TEL 0859-22-8525  
営業 11:30～Last (L.O.23：00)  休：火曜日(祝日・祝前日は営業)

レディーズ仕事ぷらざ米子
米子市加茂町2-204 2階 （米子商工会議所内）
TEL 0859-30-2693 営業 月～金 10:00～18:00　休：土日祝

100インチのスクリーンでワールドカップを
観戦！cafeスペースでは美味しいスイーツも
ご用意しています。
仕事の間にほっと一息いかがですか？
Cafe&Buffet  Circus サーカス

米子市米原4丁目1-37
TEL 0859-23-2373 営業 10:00～22:00 

中四国初出店！日本全国からご当地即席麺が
200種類以上も大集合です！地方の美味しい
インスタントラーメンを米子でまとめて買え
ちゃいます！！
インスタントラーメン専門店　だらず
米子市法勝寺町70　ダラズクリエイトボックス内
TEL 0859-39-1977  営業 11：00～19：00　休：水曜日

■米子市美術館　第２展示室 ■10時～18時
■～7月22日（火）　■お問い合せ 0859-56-2103

オーストラリア赤十字100周年記念事業
協力展示によせて
「布の手あそび　～浅田重子の世界～」展覧会

14
土

■丸京庵市民ギャラリー
■～７月１４日（月）
■お問い合せ 0859-31-0285

「わたしの山４人展」秀作展

■米子市文化ホール　メインホール
■16:00～
■お問い合せ 082-247-6111

TSUKEMENコンサート

13
日

14
月

■西部サテライトキャンパス（中海テレビ放送センタ－ビル）
■10：30～12：00 ■お問い合せ 0857-38-6704

鳥取環境大学公開講座
「比較文明論的考察-梅棹忠夫に依拠して-」

■境港市文化ホール
■14:00開演 ■お問い合せ 0859-47-1104

境港市文化ホール開館20周年記念
徳山奈奈ソプラノコンサート

■レース 米子市西町　錦海ボートコース
■午前7時30分～ ■お問い合せ 0859-23-5426

第４６回米子市民レガッタ大会

■米子市文化ホール　メインホール
■14:00～16:00
■お問い合せ 090-8359-5299(春名)

長谷川義史＆新沢としひこ　えほんうたLIVE

■米子市文化ホール　メインホール
■10:30～11:45　■お問い合せ 0859-35-4171

童謡をみんなでうたう会 月曜コース

■丸京庵市民ギャラリー
■～７月２1日（月） ■10:00～18:00
■お問い合せ 0859-31-0285

大久保徹哉　日本画展　

17
木

16
水

18
金 ■米子市美術館　第4展示室 ■～29日（火）

■お問い合せ 0859-34-0057   23日(水)休館

第6回 たまいつかさとアトリエKuの
子どもたち展～自由に描けばいいんだよ」　

■米子市文化ホール　イベントホール
■14:00～15:30 ■お問い合せ 0859-34-6251

第39回鳥取県西部医師会  一般公開健康講座
「iPS細胞の現状と展望」

4
金 ■米子市美術館 ■お問い合せ 0859-47-1104 

第５回済州・日本神話美術交流展

■米子市公会堂　大ホール
■①10:00 ②14:00 全２回上映予定
■お問い合せ 0859-34-5455

映画「じんじん」上映会

■
米子市文化ホール　イベントホール　

■12:30～15:30 ■お問い合せ 078-331-3617

Green Conscious ～風と緑の音花火～

■米子市文化ホール　メインホール
■11:00～16:00 ■お問い合せ 0859-42-2694 

紅扇会舞踊会

■夢みなとタワー及びその周辺
■10:00～12:30 ■お問い合せ 0859-45-6116 

第17回夢みなと子どもまつり

第39回オールミュージック・ユニオン
チャリティ歌謡フェスティバル

■鳥取県立武道館
■お問い合せ 080-5232-8287

2014年少林寺拳法鳥取県大会兼全国大会選考会

■米子市文化ホール　メインホール
■14:00～16:00 ■お問い合せ 0859-23-5444

米子人生大学
湯梨浜町介護劇団「ふきのとう」公演
「遠くの親戚より地域の絆」　　

20
日

■皆生温泉海岸沖日本海、東山陸上競技場など
■7:00～競技開始  

第34回全日本トライアスロン皆生大会

■米子市文化ホール　イベントホール
■木曜コース   10:30～
■チャイルドコース  11:30～
■お問い合せ　0859-35-4171

童謡をみんなでうたう会
24
木

25
金

■16:00～22:00
■JR境港駅前第1駐車場特設ステージ

■お問い合せ 0859-47-1068

境港妖怪ジャズフェスティバル2014

■20:00～20:40
■境港市弥生緑地

■お問い合せ 0859-47-0121

第69回 みなと祭花火大会

■
■境港市新屋町海岸（マリーナホテル前）
8時30分　開会式
■お問い合せ 0859-44-4600

第19回さかいみなとビーチバレー大会

■米子市美術館第1展示室
■～29日（火）
■お問い合せ 0859-24-2020

米子美術家協会小品展

26
土

■倉吉未来中心大・小ホール　セミナールーム３
■お問い合せ 0857-22-0578 ■9:45～16:00 

第39回人権尊重社会を実現する
鳥取県研究集会31

木

27
日

■鳥取県立夢みなとタワー1階多目的ホール
■～8月24日（日）　■午前10時～午後5時
■お問い合せ 0859-34-8813　

光と遊ぶ超体感型ミュージアム”「魔法の美術館」
19
土

■丸京庵市民ギャラリー
■～7月7日（月） ■10:00～18:00 ■10:00～18:00
■お問い合せ 0859-31-0285 

シャッターチャンスNEXT写真展2014
2
水

米子市
東倉吉町

米子市
法勝寺町

米子市
加茂町

コムコムマガジン ２０１４年７月号
2014年 7 月 1日 発行

ほんどおり商店街の中に佇む、オシャレで居心
地の良い空間。カフェドゥーワップスが改装で
装いも新たにシップスとして開店！メニューも
充実で女子会やパーティーにも！

「働きたい！」女性の方を中心とした求職者の
方を応援します。一つずつ悩みを解決していき、
満足できる就職を目指し、幅広い就職支援を
行う施設です。

新しいスタイルのお墓を求められているお客様の
ニーズにお応えするストーンスタイルＹＯＮＡＧＯ！
ペットのお墓もステキなデザインと価格で
ご提案いたします！

米子市
米　原

■開会9:30～

■開会式・・・鳥取県立　米子艇庫前　
■お問い合せ 0859-23-5426

第４６回米子市民レガッタ大会
■開会9:00～

こちらの新着お店＆施設情報コーナー
では、あたらしくオープン、または
オープン予定の情報を募集しております。
掲載をご希望される方は、コムコム
マガジン編集部までご連絡下さいませ。
※枠数に限りがあり、掲載ができないこともございます。

日

月

6

7

■淀江さなめホール
■大会（講演会、意見発表会）懇親会
■お問い合せ 090-9419-7123

第15回山陰遺跡ネットワーク会議伯耆大会
5
土

■開場10:30 開演11:00 ■お問い合せ0859-45-3831
■境港市シンフォニーガーデン

水

土

9

12

18
金

■お問い合せ 0859-34-2819

■米子市文化ホール　多目的広場
■9:00～12:30

米子フリーマーケット

■お問い合せ 080-4265-3326

お店＆施設 募集中！

コムコムマガジン編集部
株式会社 中海テレビ放送
TEL.0859-29-2211
株式会社 満開
TEL.0859-57-5753

掲載
無料



いよいよ海レジャーのシーズン到来！海水浴にマリンスポーツ、

海辺のイベントと楽しみがいっぱい。今回は、海開き情報に加え、

〝海に生きる男〞と題して海と関わりが深い３人を主人公にインタ

ビュー。それぞれの専門分野の知識人でもある彼らの話は一読の

価値あり。海を知り、向き合うことで見えてくる新たな視点が得ら

れるはず。

皆生ライフセービングクラブは、社会人のみ

で運営されるボランティア団体。その創立の

立役者となったのが本田貴志さんその人だ。

クラブ誕生の背景や今日までの活動経緯を

語ってくれた。

「小学生の頃から競泳をしていましたが、日

本体育大学に入ってから自身の泳力を競泳

以外のことで使えないか考えるようになり

ました。そもそも自分も大学に入るまでライ

フセービングの存在を知りませんでした。ラ

イフセービングの活動にふれたきっかけは、

１年生の夏に行われた海浜実習でした。そこ

に大学のライフセービングクラブのメン

バーがいて活動を知り、こんなかたちで力を

伝えることもできるのかと思いました。みん

な、すごく楽しそうに活動しているのが印象

的でしたね。１年後には自分もライフセービ

ングの活動を始めたんですが、クラブの先輩

が学食の御膳を下げたり、構内のトイレ掃除

をしたり、率先して海の監視以外のボラン

ティアをしていて、最初はこいつら何やって

んの？って思いましたけど、こうやって人に

感謝されることが、すごく自分にも合ってい

るのかな、と気づいて。それからはライフ

セービングの活動をしながら、海の大会に出

るようになり、日本代表で世界選手権にも出

させてもらいました。自分の力を競泳以外の

競技で発揮することができて、学生時代は充

実していましたね。大学卒業後は、地元に

戻って今の職業に就きました。１年間鳥取市

で働いて、皆生にきたのは1994年でし

た。現在まで米子屋内プールで水泳の指導や

監視、草取りなどの施設管理をしています。

それまで皆生の海に行ったことがなくて、初

めての夏休みに見に行きました。そしたら浜

辺に監視員はいるけど、レスキュー機材や

ボートがなくて、何かが起きたらどうするん

だろう、という状態でした。アルバイトの監

視員の子に事情を聞いたら益々不安になり

ました。通報するだけでは間に合わないこと

もあります。なんとかしなければ…！と思い

ましたね。市役所に訴えても門前払いで。た

しかに当時はライフセービングがほとんど

普及してなかったですから仕方なかったの

も今ではわかります。」

夏になると黄色と赤の派手なユニフォーム

を着たメンバーが在駐し監視している、今で

は皆生ならではの夏の風物詩のひとつ。

「クラブを立ち上げたのは1999年です。

創立メンバーの多くがトライアスリートで

した。40人ほどいました。彼らとは勤務先

の米子屋内プールで知り合いました。地元に

恩返しがしたい、自分たちには何ができるん

だろう、ということから活動が始まりまし

た。ライフセービングの活動は夏の期間中の

監視がメインです。他には溺れない為の着衣

泳法や救急講習会を開いたり、昔は大会や

ビーチフェスティバルを開催しました。今で

も普及活動には力を入れていて、そのおかげ

か少しずつ認知してもらい理解も深まりま

した。そもそもライフセービングの発祥は

オーストラリアで、現地ではボランティアは

ライフセーバー、公務員はライフガードと呼

ばれ、国公認で広く一般的なんです。日本に

おけるライフセービングの活動には、関東を

中心に大学のクラブと地域のクラブがあり

ます。ここ米子は、全国的にみても珍しい設

立時から社会人メインのクラブです。大学の

クラブはまず資格をとることを優先します

が、我々は仕事の都合が優先です。何かをし

たいという想いと少しの勇気があれば、どな

たでもできます。泳げなくてもいいんです。

子どもさんでも。ゴミ拾いをしたり、困って

いる方の手助けをしたり、些細なことでも命

を救うことにつながりますから。そもそも溺

れている人が出るようになってはダメなの

で、注意喚起や身近な心がけが大切です。意

識をすれば誰でもできることなんですよね。

クラブの在り方は、そういう意識を高めるこ

とです。水や命についての知識を深めること

はもちろん、それぞれの思いをお互いにぶつ

け合ったり、自分自身のスタンスと向き合っ

たり。もちろん資格も重要です。個人にとっ

ても資格をとることで自信がつき、安心感に

つながります。ゆとりができるので、それが

行動や発言にも出てきます。そうすれば海と

の関わりもより良いものになる。」

本田さんにとって海とは｜。

「自分にとって海は安心できる場所。ふとし

た時にふらーっと海に行くといつも癒やさ

れます。何をするでもなく、ぼーっとしてい

ます。悩みや不安があってモヤモヤしている

時とか、何かを求めるわけじゃないけど、海

を見ているだけで、なんでこんなこと思って

たんだろうってハッとさせられます。自分は

ライフセービングを通して、海と仲良くして

いきたいと思っています。海水浴でも自然の

中に自分たちから入っていくわけだから、海

との信頼関係を築くことが大事だと思うん

です。暑いからってバッと海に飛び込んで溺

れることは何年通してもある。自分も溺れた

経験いっぱいありますからね。先に危険性を

調べておくとか、分からないことはライフ

セーバーに聞いてほしい。知ることで、少し

ずつ事故は減ると思う。危険性を知った上

で、楽しく、時には暴れてほしいですね。」
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〝ライフセービングを通して、

 海と仲良く

 していきたい〞

海
に生きる男 特
 集

2014
海
開
き
情
報

夏
と
言
え
ば

海
!

皆
生
温
泉
海
水
浴
場
 （
米
子
市
皆
生
温
泉
）

7月
12日（

土
）～
8月
24日（

日
） 　
9：
00～

17：
00

※
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
監
視
期
間ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
常
駐
す
る
安
心
安
全
な
海
水
浴
場
。透
明
度
の
高
い
海
と
白
砂
青
松
の
織
り
成
す
情
景
は
美
し
く
、心
を
癒
し

て
く
れ
る
。海
で
楽
し
ん
だ
後
は
、隣
接
す
る
旅
館
や
ホ
テ
ル
の
温
泉
で
く
つ
ろ
ぐ
も
よ
し
、海
浜
公
園
の
足
湯
で
和
む
も
よ
し
。プ
チ

リ
ゾ
ー
ト
気
分
が
味
わ
え
る
贅
沢
な
ビ
ー
チ
で
夏
を
満
喫
し
よ
う
。※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
火
気
厳
禁
、駐
車
場
あ
り（
有
料
、予
定
）

お
問
い
合
わ
せ
 ☎
0859-34-2888 （

皆
生
温
泉
旅
館
組
合
）

皆生ライフセービングクラブ 副理事長

ライフセーバー

本田 貴志

 さ ん

〝誰かのために何かしたい〞

　ライフセービングを通してつながる想いの輪

皆
生
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

ク
ラ
ブ

1999年
１
月
に
設
立
し
た
社
会
人
中
心
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。2004年

に
N
P
O
法
人
を

取
得
し
、夏
の
監
視
の
ほ
か
、ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
等
の
大
会
の
監
視
、救
急
や
着
衣
泳
法
の
講

習
会
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
水
辺
の
安
全

教
室
、清
掃
活
動
、国
際
交
流
等
、地
域
に
根
ざ

し
た
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
活
動
を
展
開
。
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大分県に生まれ育ち、専門学校卒業後から、

この道一筋。今年で30歳を迎える山育ちの

佐藤さんが海上保安官の道を選んだきっか

けとは｜。

「特に海が好きで、などの想いはありません

でした。海上保安官という職業に興味はあり

ましたが、入ってみようかなと安易な気持ち

で、そのまま試験に受かった感じです。この

道に入るまで、ほとんど海との関わりはな

かったですし。そんな自分がこの道でやって

いこうと本気になれたのには、海上保安学校

時代を共にした仲間の存在が大きい。みんな

一生懸命で、すべてにおいて真面目で、それ

ぞれに目標を持っていて、熱い人が多かった

んです。そういう人たちと一緒に仕事してき

たことが自分の意識を高めてくれたんだと

思います。」

ほとんどの海上保安官は海上保安大学校・保

安学校を卒業後、巡視船に配属されるとい

う。佐藤さんもこの道10年の船乗りだ。

「自分にとって海とは〝恐いもの〞。船って地

面が常に揺れているんですよ。ジェットコー

スターみたいな感覚ですかね。落ちたら助か

る手段も限られるので。前方に落ちればスク

リューに巻き込まれるかもしれないし、落ち

てもすぐに気づかれないこともありますか

らね。捜索するにしても海上で見えるのは首

から上だけ。目から上だけの場合もある。仰

向けに浮けば、遠くからだとほとんど見えな

い。そう考えると恐いですよね。海ってレ

ジャーの楽しいイメージが強いじゃないで

すか。自分も昔はそう思ってましたが、職業

柄、常に海上での事件や事故の情報が入って

くるので、以前とは見方が変わりましたね。」

海上での事故がいかに危険なものなのか思

い知らされる。しかし、そういった危険性を

知ることで事故は未然に防げるのだ。では、

私たちはどうすればいいのだろうか。

「海水浴をされる方には、浮きの代わりになる

ペットボトルやクーラーボックスを持ってい

くこと、溺れている人には、抱きつかれて自分

も溺れてしまう可能性があるので、むやみに

近づかないこと、緊急通報先を覚えていただ

くこと、最低限これらを心がけていただきた

いです。海上における事件や事故の緊急通報

先は118番ですよ。あとは付近に救命浮環

が常設されていることもポイントです。お子

さんがいらっしゃる場合は目を離さないこ

と、靴はすべりにくいものを選ぶこと。岩場

も、防波堤でも濡れていればすべることがあ

ります。自分も釣りをするんですが、常に落ち

る危険性を考えてしまいます。救命胴衣は必

須だし、ひとりで釣りをされる場合は事前に

帰る時間を家族に伝えることが大事です。遠

出した先での事故の場合、帰りの時間分ロス

が出るので救助の通報も遅くなり、助かる可

能性が低くなります。定期的に連絡をとって

いただくことが理想ですね。救命胴衣は目立

つ色を選んでもらえれば、海上で浮いている

のが見つけやすいです。岸壁から落ちて行方

不明になることは多いので、必ず着用を心が

けていただきたいです。」

佐藤さんの言葉には説得力がある。その言葉

の節々から彼の実直な人柄がうかがえる。佐

藤さんの上司からの評価は高い。真面目で頑

張っている姿が印象なのだとか。

「海上保安学校で鍛えられ、海上保安官になっ

てからも、きちんと叱ってくれる上司や教え

てくれる先輩がいて、自分はとても恵まれて

いると思います。中途採用で民間企業出身の

方が、こんな良い環境の職場はなかなかない

と教えてくれました。学生時代までは、わりと

消極的な方でしたが、今は積極的に関わろう

と思います。気持ちも落ち着きました。今の自

分があるのは、今まで共に仕事をしてきた人

たちのおかげです。いろんな経験を持った方

がいるので話を聞くだけで勉強になります。

特に漁師上がりの方には、漁業のやり方や魚

介の獲れ頃について、ロープのしばり方、さら

にはどういうことで事故が起きているのか、

自分から聞き、教えてもらいました。話を聞か

ないとどうしようもないところもあるので。

境港は漁師町なので、漁師の方の話はとても

参考になります。違反チェックや指導、事故調

査等で漁師の方とは密接な関わりがあるの

で。」
海上保安官としてのやりがいを感じたこと

はありますか？

「約７年前に一度だけ海で溺れた男性を助け

たことがあります。その方は年配のおじいさ

んで、かけつけた時には泡を吹いて意識がな

かったんです。当時鳥取海上保安署に所属し

ていて、たまたま職場の同僚たちと浜辺にい

ました。その方は私たちが行った救命措置で

息を吹き返して一命をとりとめました。それ

からしばらくして、その方が保安署までお礼

にきてくださって。その時はじめて、この仕

事に就いて良かったな、もっとたくさんの人

の安全を守っていきたい、と強く思いまし

た。」
私たちが何気なく過ごしている日常の裏側

では、佐藤さんをはじめとした志ある海上保

安官たちが、海上の安全を守ってくれてい

る。そう心に思うことで、身近にあるのに意

外と知らない海の印象が少し違って見えて

くるのでは。これを機会に、ぜひ海において

の安全への意識や対策の認知度を改めて考

えてみてはどうだろうか。

埼玉県出身の中村隆行さんは、一代で素潜り

漁師としての道を切り開いた。今年40歳と

いう節目を迎えた中村さんの歩んできた道

のりとは｜。

「地元の高校を卒業してから、しばらくは東

京で飲食関係の仕事をしていました。海のな

いところで育ったので、初めて海に触れたの

は社会人になってからです。職場の同僚に誘

われての海水浴でしたが、その頃は海に対す

る認識がほぼなかったので、まずは日焼けに

苦しみました。あまりの日焼けのひどさに３

日間仕事休みましたからね。その頃はまだ海

に対しての興味はありませんでした。20歳

までは居酒屋やバー、フランス料理店といろ

んな店で働いていました。若さゆえなんで

しょうが、あの頃の自分は調子にのっていた

んですよね。それで〝このまま人生終わらせ

たくない〞って思って、21の歳で伊豆へ移

り住みました。トイレ掃除や布団敷きの毎日

でしたね。」

この頃、ジャック・マイヨールの本に出会っ

たことがきっかけで、彼の生き方に感銘を受

け、自身の人生に対する意識の変化があった

そう。漁師の道が開けた瞬間だったのかもし

れない。

「伊豆での生活は、海が身近にあったことも

あって、仕事の中休憩には必ず海に行くほ

ど、海が好きになっていました。同時に体を

鍛えだしたのもこの頃からですね。そんな生

活を１年間して、また飲食業界に戻ったんで

す。バーテンダーとしてバーの立ち上げから

切り盛りしていたんですが、ある日お客さん

にすごく怒られたことがあって。その時深海

の本を読んでいました。海の生活が忘れられ

なくて。心ここにあらず、だったんでしょう

ね。結局そのお店は２年余りで辞めました。

それからは海に関わる仕事を探しましたが

見つからなくて、友人の勧めで社会人入試に

挑戦したりして。受験が冬だったんですが、

何を思ったか自転車で会場まで行ったりし

てね。もちろん落ちました。それから2年間

はあてもなくアルバイトをしながら旅行で

各地をまわりました。この5年間が一番しん

どかったですね。転機は26歳の時でした。

ある転職雑誌で旧中山町の田舎暮らし体験

の募集記事を見て、すぐに応募しました。体

験の中に素潜りがあったので。採用後は、当

時フリーターだったので青春18切符で、鳥

取まで鈍行列車に乗って行きました。」

そして27歳の春から13年間、漁師として

の道を歩み続けている。

「こっちに来た当初はお金がないので、明か

りはロウソクで、テーブルはダンボール。身

に付けるものもほとんどなくて、海の漂流物

に頼っていました。当時ハングルのついた青

と緑の互い違いのサンダルを履いていたの

で、町でちょっとした噂になっていたみたい

です。それを見かねたのか近所の方がご飯の

おかずとかTシャツとか生活必需品を徐々

にくれるようになりました。良い人ばかり

で、本当有り難かったです。あとは県の補助

金でなんとか生活ができていました。トント

ン拍子で自分のしたいことができていきま

した。」

現在は、株式会社として海産物の加工事業を

展開している中村さん。町の事業にも参加

し、責任者を務めるなど充実した毎日を過ご

している。

「10年前に妻と結婚しました。その頃、魚価

が低迷していたこともあって結婚をきっか

けに独自の販売ルートの開拓を考えたんで

す。実は、関東出身だからわかることなんで

すが、こっちのワカメはすごく美味しいんで

す。ワカメって打ち上げられるものでタダ同

然って意識が根強いですが、打ち上げられた

ものはすでに栄養分が失われていて、素潜り

でとった新芽のワカメとでは全然味が違う

んです。そこに目をつけて、東京をメインに

売り込みました。まあ、そんな簡単なもので

はなくて３年間は売れなかったですね。４年

目から徐々に卸先が増えて、アンチエイジン

グやマクロビオティック専門のブロガーさ

んにブログで紹介してもらえたこともあり、

特に女性の方に喜んで頂いています。今では

注文を多くいただけるようになって旬の時

期は出荷作業に日々追われています。会社

は、３年前に内閣府が支援する農村六起プロ

ジェクトで審査が通り、その助成金で立ち上

げました。」

人生紆余曲折、時には葛藤もあったと思う。

逆境に負けない強い志があっての成功なの

だろう。

「自分では建設的に生きようって常に思って

ます。これからやろうとすることが三ヶ月後

に積み上げられているか。あとは、評価を受

けるようになると大きな組織の人から話が

くることも増えてきますが〝そこに愛がある

のか〞ということを自分が動くかどうか判断

する上で大切しています。」

中村さんにとって海とは｜。

「海水と人間の血液の成分ってそっくりらし

いんですよ。だからか、海に浸かるとすごく

気持ちがいい。自分の身を通して深い何かを

掘り起こすような感覚でしょうか。海という

か磯を見ているといろいろなことが見えて

くるんです。サザエやアワビの成長の早さと

か。サザエって単体でいることはほぼなくて

集団でいるんです。環境が良い岩場に集まっ

てね。人間も同じですよね。磯を見れば世界

がわかるというか、納得できるんですよね。

みなさんにも海にふれて目で見て感じてほ

しいですね。」

認識がかたのでず焼

えてみてはだろか
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〝海は恐いもの。

 自分を過信することが事故につながる〞

〝そこに愛があるか〞

株式会社 漁師中村 代表

素潜り漁師

中村 隆行

 さ ん

新たな可能性を切り開く

素潜り漁師の歩んできた人生とは

（
株
）漁
師
中
村

天
日
干
し
の
新
芽
ワ
カ
メ
を
パ
ッ
ク
し
た
加

工
品
を
主
力
に
卸
業
を
展
開
。年
５
回
、雑
貨

屋『
テ
ィ
ズ
ク
レ
イ
』の
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
百
貨

店
の
催
事
に
参
加
し
て
い
る
。地
域
に
根
づ

い
た
特
産
品
開
発
を
目
的
に
、今
後
は
鮮
魚

の
加
工
品
を
小
売
で
展
開
予
定
。

境海上保安部

海上保安官

佐藤 雅樹

 さ ん

〝安全で明るく美しい日本海を守る〞

　ひとりの海上保安官が抱く志

境
海
上
保
安
部

1府
4県
を
管
轄
す
る
第
八
管
区
海
上
保
安
本

部
に
属
し
、海
難
救
助
や
臨
海
重
要
施
設
に

対
す
る
テ
ロ
警
戒
の
ほ
か
、韓
国
、北
朝
鮮
、

ロ
シ
ア
と
接
す
る
国
境
管
区
と
し
て
、領
海

及
び
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
密
猟
取
り

締
ま
り
や
密
輸
・
密
航
と
い
っ
た
国
際
組
織

犯
罪
を
防
ぐ
た
め
の
監
視
警
戒
等
も
実
施
。
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郵便ハガキ、携帯メールアドレス、Eメールにて、
住所、氏名、年齢、コムコムマガジンの感想、アンケート、希望コースを
ご記入の上ご応募ください。（アンケートにお答えいただいていない場合は無効。）

commaga@chukai.co.jp
「コムコムマガジン プレゼント係」

ハガキでご応募の場合は以下の宛先へ郵送！！

締め切り/ 2014年7月３1日 (木) までの消印有効。

締め切り/ 2014年7月31日 (木) 23時59分まで。

アンケートに答えてプレゼントをもらっちゃおう！

読者アンケート & プレゼント

プレゼント商品

コムコムマガジンをより良く、楽しく、読み応えのあるモノにするため、読者アンケートを実施いたします。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で
以下に掲載の賞品をプレゼント。好きなコースを選んでご応募ください！！

応募方法 メールで応募

ハガキで応募
アンケート

① オススメの好きな神社はどこですか？
② 今後コムコムマガジンで取り上げてほしい企画・特集
③ 中海テレビ放送のCS放送で好きなチャンネル

当選者さまには、引換チケット、賞品の発送をもってお知らせ致します。
こちらのアンケートに使用させていただきましたお客様の個人情報は責任を持って
管理させていただきます。なお、プレゼントの当選発送以外の目的に使用することはございません。

携帯電話、パソコンより、Eメールでご応募の場合は
以下のアドレスへ送信！！

〒683-0852 米子市河崎610
株式会社中海テレビ放送　「コムコムマガジン プレゼント係」

TEL 0859-34-1111

皆生温泉 東光園
〒683-0001

米子市皆生温泉3-17-7

Aコース.
「 皆生温泉 東光園 

　
 

自然食のこだわりメニューを提供する
面白い、楽しい仕掛けがいっぱいの
人気のランチバイキング。

さらに癒しの温泉入浴付きが嬉しい。

」
ランチバイキング
温泉入浴券付き

キャンバスフォト
（S）サイズ

５組
ペア

５組
ペア

Bコース.
「 hows photostudio 」

家族撮影でも利用できる、スタンスビル４F
（無印良品 跡）に店舗をかまえる写真スタ
ジオから、贈り物としてもオシャレに飾れる

キャンバスフォトを撮影付きで。

５名

hows photostudio ハウスフォトスタジオ
〒683-0815

鳥取県米子市東倉吉町85-1 STANCEビル４F
TEL 0859-30-3955

Cコース.
「 大山ますみず高原　　　
　　　～天空リフト～ 」
天空リフトチケット
「恋人の聖地」として人気の
大山ますみず高原の天空リフト。

これからの季節のドライブデートコース
にもオススメのスポットです。

大山ますみず高原天空リフト
〒689-4215

鳥取県西伯郡伯耆町大内桝水高原1069-50
TEL 0859-52-2228






